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カワセミ

「翡翠（ひすい）」「水辺の宝石」と呼ば
れる、美しい鳥。水の中に潜り、魚やザリ
ガニなどを捕らえます。大きなくちばしは
狩りで大活躍するほか、横穴式の巣穴を掘
るときには「ツルハシ」の役目をします。

水辺でよく
見られます

今週はここに注目！

名前にヘビとつきますが、トカゲ
の仲間。昆虫やクモを食べます。
草の中をゴソゴソ動いている姿や、
杭の上でじっとしている姿をよく
見かけます。

カナヘビ

水生植物園や
いもりの池などで
見られます

自然教育園見 情報ご

約1cm
アオスジアゲハ

幼虫は街路樹としてよく利用される
クスノキ科の植物を食草とするため、
街の中でもよく見ることが多いチョ
ウです。飛翔力が高く、高いところ
をよく飛び回ります。

全域で
みられます

水生植物園で
よく見られます

オナガグモ
小さなナナフシのような見た目で
すが、クモの一種です。クモを餌
にしており、獲物がくるまでは体
を一直線に伸ばしてじっとしてい
ます。難易度は非常に高いですが、
路傍植物園で観察できますので、
是非探してみてください！

獲物のクモを捕らえた
オナガグモ

ムラサキシキブの実が
色づきました！

イチモンジセセリ
体全体は茶色っぽく、後翅に白い
斑点がつながった一文字の模様を
持ちます。胴の長さに対して羽根
が小さく色も地味なため、ガと間
違われることがありますが、チョ
ウの仲間です。

全域で
見られます

秋に咲く白い野菊です。茎が直立
し、高さが1.5ｍほどになります。
黄色い筒状花の周りの舌状花は、
白色で数は少なく、まばらにつき
ます。

シラヤマギク

武蔵野植物園で
見られます

ろ

ウラナミシジミ
翅の裏側（閉じた時に見える側）
に白色と茶色の波模様があるシジ
ミチョウです。ひらひらと飛んで
いる姿は、翅の表側の青紫色が目
立ちます。南から北上をするチョ
ウで、自然教育園では10月に入
るとよく見られます。

翅の表

武蔵野植物園で
見られますタイアザミ

関東地方では最も普通
のアザミです。「アザ
ミ」の名は、古語でア
ザミの葉のようにちく
ちく痛いことを指す
「あざむ」にちなむと
言われています

路傍植物園や
武蔵野植物園で
見られます

ホトトギス
鳥のホトトギスの胸の模様に似た
赤い斑点があることが名前の由来。
花が美しいため庭にもよく植えら
れます。ジョロウグモ

赤、黒、黄色の複雑な模様でよく
目立ちます。メスはオスの約３倍
もの大きさです。雅やかな姿を、
江戸時代の大奥の高位の職名
である「上臈（じょうろう）」に
なぞらえたことが名前の由来と言
われています。

メス

オス

全域で
見られます

水生教育園や
武蔵野植物園で
よく見られます

オオカマキリ
大型のカマキリで、体色は緑色か薄
茶色です。草木の陰で獲物をじっと
待ちます。今の時期に大人になった
オスとメスが交尾し、メスが産卵し
ます。

オオカマキリの
卵のう
（冬）

シロヨメナ
山の木陰で見られる、白い野菊の
代表です。
ノコンギクに比べると、落葉樹林
下の日陰になる場所によく群生し
ます。

ゲンノショウコ（実）
昔から生薬などとして利用され、
茎や葉を煎じて飲むと薬効がただ
ちに現れることから「現の証拠
（げんのしょうこ）」の名前がつ
きました。別名は「御輿草（みこ
しぐさ）」で、タネを弾き出した
後の実の形がみこしの屋根に似て
いることによります。

サネカズラ（実）
鮮やかな赤い実がたくさん集まっ
てボール状になります。つやのあ
る色合いが食欲をそそりますが、
あまり甘みはないようで、食用に
はされません。野鳥にもあまり人
気がないようです。

黄金色の花が泡のように集まって
咲くことから名前がつきました。
別名はキクタニギクで、自生して
いた京都を流れる菊谷川の上流地
域「菊渓（きくたに）」にちなみ
ます。

アワコガネギク

ムラサキシキブ（実）
美しい紫色の実を、源氏物語の作
者「紫式部」の名前にたとえ、こ
の名前がついたと言われています。

ゲンノショウコ（実）
昔から生薬などとして利用され、
茎や葉を煎じて飲むと薬効がただ
ちに現れることから「現の証拠
（げんのしょうこ）」の名前がつ
きました。別名は「御輿草（みこ
しぐさ）」で、タネを弾き出した
後の実の形がみこしの屋根に似て
いることによります。

山野の林縁や藪かげな
どで、草木にからみつ
いて成長します。夏の
夜に白い花を咲かせ、
秋に楕円形の赤い実を
つけます。この実は、
薬として、肌荒れや鎮
痛、咳止め、消炎剤な
どに利用されました。

カラスウリ（実）

花（8月）

ガマズミ（実）

山地や丘陵地の明る
い林や草原に生える
落葉低木です。春に
白い花を咲かせ、秋
には赤い実をつけま
す。赤く熟した果実
は、ジャムや果実酒
にもなります。

花（5月）

カルガモ
街中の公園でもみられる身近なカモ。
池にのんびり浮いていたり、水中
に顔をつっこんで餌を探す様子な
どが見られます。

水辺で
みられます

明るい林の縁などに生育する低木で、
キクの仲間です。高野箒（こうやぼ
うき）の名前は、細い枝が丈夫でし
なやかなため、高野山で束ねて箒に
使ったことによります。

コウヤボウキ

ヤツデ
おしべ→めしべの順で熟し、めしべ
が熟す時期にはおしべはなくなりま
す。これは、同じ花の花粉がめしべ
につく「自家受粉（じかじゅふ
ん）」を避ける仕組みです。7～9裂
する掌のような大きな葉が特徴です。
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